
第
２
次
阿
南
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
の
策
定
に
向
け
て

　
本
市
は
、
平
成
18
年
９
月
に
県
内
の
自
治
体
で

は
初
め
て
と
な
る
「
阿
南
市
男
女
共
同
参
画
推
進

条
例
」
を
制
定
し
、
平
成
20
年
９
月
に
「
阿
南
市

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
を
策
定
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
第

５
次
阿
南
市
総
合
計
画
し
あ
わ
せ
阿
南
２
０
２

０
」
の
豊
か
な
心
と
学
び
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
る

取
組
の
一
つ
に
位
置
付
け
、
男
女
共
同
参
画
社
会

の
推
進
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
平
成
26
年
度
か
ら
実
施
す
る
「
第
２

次
阿
南
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
を
策
定
に

向
け
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査

を
昨
年
11
月
に
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
か
ら

見
え
て
き
た
課
題
や
、
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問い合わせは　人権男女参画課　男女共同参画室（☎22－7401）へ

働く場における男女共同参画の推進にあた
っては、市、市民、事業者、団体等が協働
により連携の強化を図りながら、それぞれ
の役割を積極的に担うことが大切であり、
「阿南市男女共同参画推進条例」において
も、市の責務、市民の役割とともに事業者
の役割がうたわれています。

❹ 働く場における男女共同参画
　 の推進

誰もが個人として尊重され、自立していき
いき暮す人たちが支え合ってつくる男女共
同参画のまちづくりには、市の施策ととも
に市民や民間団体、事業者の自主的な活動
の果たす役割が重要です。また、防災に関
する施策を推進するうえで男女の視点から、
ともに安全で安心して暮らすことのできる
地域づくりを進める必要があります。

❸ 地域における連携・協力による
 　男女共同参画の推進

活力ある豊かな社会をつくるため、あらゆ
る活動に男女がともに責任を持って積極的
に参画するとともに、多様な意見が意思決
定過程に反映されることが必要です。

❶ 政策や方針決定過程への
　 共同参画の促進

男女がともにいきいきと暮らせる共同参画
社会の形成には、市民一人ひとりが家庭生
活において、ともに責任ある個人としてそ
れぞれの活動に参画していくことが必要で
す。

❷ 家庭生活における男女共同参画
　 の推進

男女共同参画社会基本法では、男女の人権
の尊重を男女共同参画社会形成の基本理念
の一つとしています。一人ひとりの存在を
かけがえのないものとして認め合い、個人
としての人格が尊重されることが個性と能
力を発揮して、こころ豊かに生きる社会を
つくるための基本となります。男女が互い
に尊重し、セクシュアルハラスメント、Ｄ
Ｖ等暴力を許さないという意識を社会に浸
透させることが求められます。

❺ 男女間における暴力の根絶と
　 人権の尊重

男女が互いの身体的性差を十分に理解し合
い、人権を尊重しつつ、相手に対する思い
やりを持って生きていくことは大変重要な
ことです。ともに生涯を通じて健康に過ご
すことができるよう、学校や生涯学習講座、
健診の機会等で教育を行うとともに、健康
の維持に取り組んでいく必要があります。

❻ 生涯を通じた男女の健康づくり

　
調
査
結
果
か
ら
は
、「
男
女
共
同

参
画
の
認
識
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
も

の
の
、
実
際
の
家
事
や
育
児
は
女
性

に
役
割
が
偏
っ
て
い
る
こ
と
」
や
、

「
社
会
通
念
や
慣
習
、
し
き
た
り
等

に
お
い
て
、
固
定
的
な
性
別
役
割
分

担
意
識
が
根
強
く
残
っ
て
い
る
こ

と
」
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
後
、

本
市
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
や
方
向

性
に
つ
い
て
６
つ
の
目
標
を
掲
げ
ま

し
た
。
こ
れ
ら
を
基
に
、
平
成
26
年

３
月
末
ま
で
に
「
第
２
次
阿
南
市
男

女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
を
策
定
す

る
予
定
で
す
。

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

市
民
意
識
調
査
を
実
施

（第77号）

【
調
査
概
要
】

調
査
地
域
　
阿
南
市
全
域

調
査
対
象
　
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方

２
千
人
（
男
女
各
１
千
人
）

⑵
「
男
は
仕
事
」「
女
は
家
庭
」
と
い
う
考
え
方
に
つ
い
て

⑶
　
社
会
（
地
域
）
で
の
生
活
に
つ
い
て

全体では「会議や行事などで女性
が飲食の世話や後片付けをするこ
とが多い」と回答が最も多く、次
いで「特に不平等はない」と答え
た人が多くなっています。

「反対」「どちらかといえば反
対」が全体の64％と高く、
性別による固定的な役割分担
を否定する人が多くなってい
ます。

調
査
結
果
に
つ
い
て

⑴
　
男
女
平
等
や
男
女
共
同
参
画
を
テ
ー

マ
に
す
る
話
題
へ
の
関
心
に
つ
い
て「非常に関心がある」、「ある程度関心がある」が全体の

約56％で、関心がある傾向がみられます。

賛成

不明・無回答

わからない

どちらかといえば賛成

どちらかといえば反対

反対

35％

29％

8％

5％
4％

19％

賛成
不明・無回答
わからない
どちらかといえば賛成
どちらかといえば反対
反対1
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その他

地域の行事で女性が参加できなかったり、男性との差がある

会議や行事などで女性が意見を言いにくい、意見を取り上げてもらいにくい

不明・無回答

役員選挙に女性が出にくい、また選ばれにくい

会長、副会長、会計など役員の役割によって選ばれる性別にかたよりがある

特に男女不平等はない

会議や行事などで女性が飲食の世話や後片付けをすることが多い

その他

地域の行事で女性が参加できなかったり、男性
との差がある

会議や行事などで女性が意見を言いにくい、意
見を取り上げてもらいにくい

不明・無回答
役員選挙に女性が出にくい、また選ばれにくい

会長、副会長、会計など役員の役割によって選
ばれる性別にかたよりがある

特に男女不平等はない

会議や行事などで女性が飲食の世話や後片付け
をすることが多い
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アンケート結果を踏まえ
第２次阿南市男女共同参画
基本計画を策定

不明・無回答

非常に関心がある

ほとんど・まったく関心はない

あまり関心がない

ある程度関心がある

1
50.6％

2
32.3％

3
7.6%

5.4
%
4.1
%

4

不明・無回答
非常に関心がある
ほとんど・まったく関心はない
あまり関心がない
ある程度関心がある1

2
3
4
5

5
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